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ウッドバッジ課題研修会・研究会
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おかやまマラソン奉仕
令和3年11月13日｜岡山県総合グラウンド

全国防災キャラバン
令和4年11月23日｜イオンモール倉敷

スカウト顕彰会
２０22年8月21日

倉敷アイビースクエア



ーちかいー
私は名誉にかけて 次の三条の実行をちかいます

ー おきてー

一、 神（仏）と国とに誠を尽くし おきてを守ります
一、 いつも 他の人々をたすけます
一、 からだを強くし 心をすこやかに 徳を養います

1 スカウトは誠実である

2 スカウトは友情にあつい

3 スカウトは礼儀正しい

4 スカウトは親切である

5 スカウトは快活である

6 スカウトは質素である

7 スカウトは勇敢である

8 スカウトは感謝の心をもつ

スカウトは、信頼される人になります。
真心をこめて、自分のつとめを果たし、名誉を保つ努力をします。

スカウトは、きょうだいとして仲よく助け合います。
すべての人を友とし、相手の立場や、考え方を尊重し、思いやりのある人になります。

スカウトは、規律正しい生活をし、目上の人を敬います。
言葉づかいや制服に気をつけ、行いを正しくします。

スカウトは、すべての人の力になります。
幼いもの、お年寄り、体の不自由な人をいたわり、動植物にもやさしくします。

スカウトは、明るく、朗らかに、いつも笑顔でいます。
不平不満を言わず、元気よく、進んでものごとを行います。

スカウトは、物や時間を大切にします。
むだをはぶき、ぜいたくをせず、役立つものは活用します。

スカウトは、勇気をもって、正しく行動します。
どんな困難なことがあってもくじけずに、新しい道をきり開きます。

スカウトは、信仰をあつくし、自然と社会の恵みに感謝します。
お礼の心で、自然をいつくしみ、社会に奉仕します。
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令和5年度

県連盟年次総会日程表

開会式

1.国 旗 儀 礼

2.開会あいさつ

会 議

1．議長・副議長選出

2．議長・副議長あいさつ

3．書 記 任 命

4．議事録署名人選出

5．議 案 審 議

閉会式

1．理事長あいさつ

2．国 旗 儀 礼

3．弥 栄 三 唱
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天皇陛下おことば
令和4年11月26日（土）ボーイスカウト創立100周年記念式典（明治神宮会館）にて

　ボーイスカウト日本連盟の創立100周年を、皆さんと共にお祝いできることをうれしく思います。日本におけるボーイスカウ
トの歴史は、大正10年に、当時皇太子でいらっしゃった昭和天皇が英国を訪問された際、ボーイスカウト運動の創始
者であるベーデン-パウエル卿とお会いになり、スカウト運動に関心を持たれたことが契機となり、翌年、少年団日本連盟
が創立されたことに始まると聞いています。以来、ボーイスカウト日本連盟が、100年の長きにわたり、「ちかい」と「おきて」
の実践を通じて、青少年の健全な育成に取り組んでこられたことに対し、深く敬意を表します。
　私が、日本連盟の行事に初めて参加したのは、今から44年前の昭和53年に静岡県御殿場市で開催された第7回
日本ジャンボリーでした。その後も日本ジャンボリーやシニアースカウト大会、また、日本アグーナリーなどの諸行事に参加
し、スカウトの皆さんとキャンプをしたり、富士登山をしたりしたことは今でも良い思い出になっています。そして、自然の中で
仲間と一緒に知恵を出し合い、体を動かすことの大切さや、スカウト活動の楽しさを体験できたことも、得難い経験となりま
した。スカウトの皆さんが、様 な々活動に積極的に参加し、日本全国、そして世界のスカウトとも友情を育みながら、良き社
会人となるために研鑽に励んでいる姿を頼もしく感じました。
　日本連盟創立から100年を迎える今日までの間に、青少年を取り巻く環境は大きく変化してき
ました。地球温暖化や生物多様性の減少が進行し、地球環境の保全・保護活動や環境教
育、そして、防災の重要性が一層増してきている中、自然への理解を深め、自然を友として親し
む心や能力を育むスカウトの活動は、大変意義深いものと思います。
　今後のスカウト運動の一層の発展と、日本、そして世界の子供たちが健やかに育っていくこと
を願い、式典に寄せる言葉といたします。
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■隼スカウト進級者
 木下 皓清 津山第 1 団 隼 0401 
 八木 史考 都窪第 2 団 隼 0501

■菊スカウト進級者
 難波 由成 総社第 3 団 0501
 大塚 琳道 高梁第 1 団 0502

■宗教章取得者
 木下 皓清 津山第 1 団 仏教

富士・隼・菊章進級スカウト、宗教章取得者

日本連盟及び岡山連盟ほか感謝・表彰者名簿

（敬称略）

（敬称略）

⽇本連盟功労章 たか章
 坪井 喜久太 岡山連盟 理事長

⽇本連盟功労章 かっこう章
 髙崎 式子 岡山第 17 団 団委員

 二宮 雄一 西大寺第 1 団 団委員

ボーイスカウト振興国会議員連盟表彰
 原田 秀之 玉島第５団 カブ隊長

⽇本連盟 特別年功章
1 5 年章 山根 啓輔 岡山第 17 団
2 〃 片山 利久 倉敷第 16 団
3 〃 柏原 基規 倉敷第 16 団
4 〃 伊澤  誠 浅口第 2 団
5 〃 虫明  浩  浅口第 2 団
6 〃 葛間 紘介 玉島第 5 団
7 〃 加古 涼子 玉島第 5 団
8 〃 安田  明 玉島第 5 団
9 〃 原田 秀之 玉島第 5 団
10 〃 西野 周子 玉島第 5 団
11 〃 西野  潔 玉島第 5 団
12 〃 川上 裕子 玉島第 5 団
13 〃 中野 由理 玉島第 5 団
14 〃 猪木 愼一 玉島第 5 団
15 〃 猪木 直樹 玉島第 5 団
16 10 年章 福原 暢恵 岡山第 4 団
17 〃 小野 直子 岡山第 4 団
18 〃 原 義生 西大寺第 5 団
19 15 年章 柴田 沙織 西大寺第 5 団
20 20 年章 藤原 常智 岡山第 17 団
21 〃 髙﨑 式子 岡山第 17 団
22 〃 木村 扶美 西大寺第 1 団
23 〃 田中 真治 浅口第 2 団
24 50 年章 岡本 耕治 岡山第 4 団
25 〃 脇本 富治 岡山第 17 団
26 〃 山田 貞秀 岡山第 17 団
27 〃 坪井 喜久太 都窪第 2 団
28 〃 海老原 誠二 津山第 1 団
29 〃 渡辺 真道 倉敷第 14 団
30 〃 垣内 誠治 浅口第 2 団

岡山連盟 有功章
1 特別有功章 福島 章三 岡山第 4 団 団委員長
2 特別有功章 植中 和彦 岡山第 4 団 副団委員長
3 特別有功章 劔持 智 岡山第 4 団 副団委員長
1 有功章 砂場 一昭 西大寺第 1 団 副団委員長

岡山連盟 感謝状
感謝章 大武 一彦 岡山県ボーイスカウト振興財団 監事

1 土肥 佳典 岡山第 17 団 カブ隊
2 入江 晃生 西大寺第 5 団 ビーバー隊
3 篠田 万結 西大寺第 5 団 ビーバー隊
4 黒瀬 柑奈 西大寺第 5 団 ビーバー隊
5 圓山 輝介 西大寺第 5 団 ビーバー隊
6 野村 謙太 西大寺第 5 団 ビーバー隊

7 田中 結希 西大寺第 5 団 ビーバー隊
8 瀧 翔太郎 西大寺第 5 団 ビーバー隊
9 河野 竜也 西大寺第 5 団 ビーバー隊
10 川上 桃香 都窪第 2 団 カブ隊
11 清　司佐 都窪第 2 団 ビーバー隊
12 巽　瑚夏 都窪第 2 団 ビーバー隊

13 田代 乙乃 都窪第 2 団 ビーバー隊
14 貝原 悠太 都窪第 2 団 ビーバー隊
15 坂尾 守允 都窪第 2 団 ビーバー隊
16 松下 治樹 都窪第 2 団 ビーバー隊
17 城前 春輝 玉島第 5 団 ビーバー隊

岡山連盟 年功章
1 年功章 三宅 典子 岡山第 17 団 団委員
2 年功章 小川 仁美  岡山第 17 団 団委員
3 年功章 藤原 奈美 岡山第 17 団 カブ副長
4 年功章 松永 佳奈枝 津山第 1 団 カブ隊長

公益社団法⼈ 岡山県⻘少年育成県⺠会議 顕彰事業
第 41 回中村賞
青少年指導者の部 加古 涼子 玉島第５団 ビーバー副長
青少年団体の部 岡山第 23 団 中村 清昭 団委員長

⽇本連盟 隊褒章綬  　起算日

1 10年綬 赤磐第2団 カブ隊 平成26年4月1日

2 10年綬 西大寺第5団 ローバー隊 平成26年9月10日

3 20年綬 玉島第5団 ボーイ隊 平成16年4月1日

4 25年綬 高梁第1団 ベンチャー隊 平成11年4月1日

5 30年綬 岡山第23団 ビーバー隊 平成6年5月20日

6 30年綬 津山第1団 ビーバー隊 平成6年4月1日

7 35年綬 都窪第2団 ビーバー隊 平成元年7月20日

8 35年綬 倉敷第14団 ベンチャー隊 平成元年4月1日

9 40年綬 倉敷第14団 カブ隊 昭和59年4月1日

10 50年綬 津山第1団 ローバー隊 昭和49年4月1日

11 50年綬 新見第1団 カブ隊 昭和49年10月25日

12 55年綬 岡山第17団 カブ隊 昭和44年9月4日

13 55年綬 津山第1団 ベンチャー隊 昭和44年4月1日

14 60年綬 津山第1団 カブ隊 昭和39年6月15日

15 60年綬 新見第1団 ボーイ隊 昭和39年4月20日

16 70年綬 浅口第1団 カブ隊 昭和30年1月24日

17 75年綬 西大寺第1団 ボーイ隊 昭和25年2月21日

岡山連盟 スカウト顕彰
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定型・定型外訓練 参加者・所員・講師名簿 （敬称略）

参加者
倉敷第１6団 小原 知也 RS

西大寺第１団 高橋 理恵 BS 隊長

都窪第2団 中山 絋佑 RS

都窪第2団 丸山 稔礼 RS 

都窪第2団 北 喜博 CS 副長

都窪第2団 梶谷 祐司 BS 副長

都窪第2団 篠原 秀夫 CS 隊長

岡山第23団 吉光 龍彦 BS 隊長

玉島第5団 小幡 泰也 BS 副長

玉島第5団 加古 涼子 団委員

玉島第5団 中野 由理 BS 隊長

玉島第5団 川上 裕子 CS 副長

玉島第5団 國中 亜衣子 BVS 副長

参加者
西大寺第１団 高橋 理恵 BS 隊長

都窪第2団 梶谷 祐司 BS 副長

玉島第5団 加古 涼子 団委員

玉島第5団 中野 由理 BS 隊長

児島第1団 西中 学 団委員長

参加者
都窪第2団 坂尾 あすか
都窪第2団 巽  昭代
都窪第2団 松下 悠子
都窪第2団 楢村 恵美

都窪第2団 中山 紘佑
都窪第2団 丸山 稔礼
西大寺第5団 石原 那智

参加者
岡山第4団 美崎  朝子
岡山第4団 上田  真紀恵
岡山第4団 神田 仁子
岡山第4団 山本 昌子

岡山第4団 小野 是路
岡山第17団 田羅 和也
西大寺第1団 片岡 智也
西大寺第1団 森川 直輝
岡山第4団 福原 智生

参加者
高梁第1団 川上 いずみ
新見第1団 高畠  美幸
新見第1団 赤木 美由紀
新見第1団 中西 智子

新見第1団 柿原 宏充
新見第1団 高畠 侑風
新見第1団 相見 知美
新見第1団 森田 里美

講師
主任講師 横山 卓生 日本連盟副リーダートレーナー 西大寺第1団
講師 宮本 奈緒子 岡山連盟トレーナー 西大寺第5団
講師 二宮 雄一 岡山連盟トレーナー 西大寺第1団
講師 相浦 正徳  岡山連盟トレーナー 玉野第1団
開設責任者 木村 扶美  岡山連盟指導者養成委員長 西大寺第1団
奉仕者 山田 實雄 団委員 新見第1団
奉仕者 宮岡 美智枝 カブ隊隊長 新見第1団

講師
主任講師 廣田 利香 日本連盟リーダートレーナー 津山第1団
講師 宮本 奈緒子 岡山連盟トレーナー 西大寺第5団
講師 二宮 雄一 岡山連盟トレーナー 西大寺第1団
講師 相浦 正徳 岡山連盟トレーナー 玉野第1団
講師 山口   朗  岡山連盟トレーナー 津山第1団
講師 深井 広美 岡山連盟トレーナー 倉敷第14団
講師 横山 卓生 岡山連盟県コミッショナー
開設責任者 木村 扶美 岡山連盟指導者養成委員長 西大寺第1団

講師
主任講師 廣田 利香 日本連盟リーダートレーナー 津山第1団
講師 二宮 雄一 岡山連盟トレーナー 西大寺第1団
講師 相浦 正徳 岡山連盟トレーナー 玉野第1団
講師 深井 広美 岡山連盟トレーナー 倉敷第14団
開設責任者 木村 扶美 岡山連盟指導者養成委員長 西大寺第1団

講師
主任講師 廣田 利香 日本連盟リーダートレーナー 津山第1団
講師 二宮 雄一 岡山連盟トレーナー 西大寺第1団
講師 相浦 正徳  岡山連盟トレーナー 玉野第1団
講師 山口　朗  岡山連盟トレーナー 津山第1団
開設責任者 宮本 奈緒子 岡山連盟指導者養成委員長 西大寺第5団
奉仕者 見村 三吉 団委員長 都窪第2団

講師
主任講師 廣田 利香 日本連盟リーダートレーナー 津山第1団
講師 廣田　裕  岡山連盟トレーナー 津山第1団
講師 宮本 奈緒子 岡山連盟トレーナー 西大寺第5団
講師 二宮 雄一 岡山連盟トレーナー 西大寺第1団
開設責任者 木村 扶美  岡山連盟指導者養成委員長 西大寺第1団
奉仕者 岡本 昌也 ボーイ隊隊長 岡山第4団

第252回ボーイスカウト講習会
　令和4年6月12日　岡山市立津高公民館

第254回ボーイスカウト講習会
　令和4年11月20日　岡山市立福浜公民館

第253回ボーイスカウト講習会
　令和4年10月2日　新見市立新見公民館

第1回 課題研修会・課題研究会
　令和4年12月10日　吉備津岡辛木神社

第2回 課題研修会・課題研究会
　令和5年1月22日　吉備津岡辛木神社
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参加者
玉野第1団 相浦 正徳 BVS 隊長

西大寺第5団 井上 芳樹 CS 副長

西大寺第5団 大鳥 善教 CS 副長

津山第1団 松永 佳奈枝 CS 隊長
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定型外訓練 ボーイスカウト部門プログラム研修
　令和4年10月9日　岡山市立津高公民館
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　令和4年6月22日〜 26日 ボーイスカウト日本連盟 那須野営場

コミッショナー任務別研修 県コミッショナー課程第2期
　令和5年1月21日〜 22日 ボーイスカウト日本連盟 那須野営場

ウッドバッジ研修所スカウトコース 中国・四国第6期
　令和4年5月1日〜4日 鷹ノ巣野営場（広島県安芸高田市）

ウッドバッジ研修所スカウトコース 大阪第14期
　令和4年9月22日〜25日 キャンプおおさか

団委員研修所中国・四国第16期
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令和5年度年次総会

日本ボーイスカウト岡山連盟

《令和4年度の総括》
加盟員数は800名を維持しています。昭和50年代当時の3分の1程度です。
新型コロナウイルス感染は、落ち着き始めましたが、様 な々活動はまだまだ制

限がありました。その中で、第18回スカウトジャンボリーが開かれ、約120名のスカ
ウトが参加しました。その他の事業計画に掲載された行事はほとんど予定通り
開催されました。

令和5年8月、韓国全羅北道セマングムで開催される「第25回世界スカウトジャ
ンボリー」の参加者２６名（指導者3名、IST2名、スカウト21名）も内定しました。

令和5年度全国大会が岡山で開催が決まり、5月27日から28日の2日間開か
れることが決まり、準備を始めました。

令和4年11月26日、東京・明治神宮会館での日本連盟百周年記念式典に
も県内から代表スカウト2名（ボーイ1名、ベンチャー1名）・指導者１名が参加し
ました。

１． 全体として
日本連盟百周年事業の第18回日本スカウトジャンボリーは一堂に会して開

催ではなく、ブロック、県連盟されることになり、岡山連盟では8月6日〜11日まで、
大佐山オートキャンプ場で、中国・四国ブロック岡山会場として開催しました。

連盟長の伊原木岡山県知事は開催式に参加し、野営生活を体験されまし
た。コロナ禍でしたが各団のご協力により無事に終えることが出来ました。

3年間ステイホームで過ごしましたが、コロナが落ち着いたら今後の活動が、ス
カウトにとって魅力あるプログラムの提供が望まれます。

2．重点目標
○基本に忠実なスカウト運動の実践を通じて地域社会にアピールし、

新入隊員と成⼈指導者を確保する。
コロナ禍で、活動停止期間が長くスカウト活動が一般の人 に々触れる機会

が少なくなりました。募集活動も中止・延期が続き、残念ながら、加盟員数は昨
年度より少し減りました。

日本連盟が提案する「ワクワク自然体験遊び」や、岡山県社会教育団体に
よる県地域パワーアップ事業「レッツエンジョイキャンプ」、そして、子どもゆめ基
金事業「野外で楽しくクッキング」、「竹で遊ぼう」、「防災デイキャンプ」も行い、
一般の方 に々スカウト活動のPRに努めました。ただ、すぐには加盟員増加には
繋がりませんでした。

ボーイスカウト講習会を開催し、保護者等にスカウト運動を理解していただき
ました。

○団、隊が発展する運営方法を継続するために、私が変わる。変わる
事を決して恐れない。

「セーム・フロム・ハーム」セミナーに参加して、指導者が教育者であることを
再認識し、今後の活動の心構えとしました。

隊指導者・団委員対象のラウンドテーブルを開催し、プログラム研究等を行
いました。今後は各部門別に全団から隊指導者の参加が望まれます。

■県コミッショナー　
第１８回日本スカウトジャンボリーは全国各地での分散開催となりましたが、岡

山会場では新型コロナウイルス対策に取り組み、連盟長のご参加もいただき開
催することができました。特別委員会の方 を々はじめ大会本部にご奉仕くださっ
た方 に々はプログラム、食料・資材そして救護の体制に万全を期していただいた
ことで、活動を通してスカウトの成長を支援していただいたことに感謝いたします。
また、一人でも多くスカウトを参加させようと団内の指導者や保護者が支援体
制を組んだり、複数の団が協力し合ったりした様子が見えたことについてはうれ
しいことでした。

一方で、スカウト数の減少には歯止めがかかりませんでした。隊指導者はワク
ワクするプログラムの提供やスカウトの自治を基本とするプログラムプロセスの実

施といった通常の取り組みを通してスカウトの活動を支援すること、団委員会と
育成会はそれを支援するという仕組みをしっかりと理解し、それぞれの役務を果
たしていくことが基本です。こういった指導者への支援を、団訪問や団審査の
実施を通して団と歩調を合わせ、トレーナーとともに定型外訓練等を通して継
続する必要性を認識しました。

また、県連盟の執行体制についてはより実効性が上がるよう、議論していくこ
とが必要であると感じました。

■各種委員会
【スカウト委員会】

コロナ禍において、様 な々行事を計画・実行できたことは喜ばしいこと
です。本年度は、新体制での事業展開にもかかわらず成功裏に終えたこと
は次年度に繋がっていくと確信しています。又、第18回日本スカウトジャン
ボリー岡山会場が成功裏に開催できたことも喜ばしい事です。

1. 面接
 令和4年4月8日 菊章面接 都窪第2団 三宅紹巴 高3 津高公民館
 令和4年4月18日 隼章面接 津山第1団 木下皓清 高2 オンライン
 令和5年1月7日 菊章面接 総社第3団 難波由成 高2 オンライン
 令和5年2月18日 隼章面接 都窪第2団 八木史考 高2 サン・ピー

チ OKAYAMA 
2. 技能章講習会・考査
 ①ボーイスカウト救急法講習会
 　令和4年11月13日　岡山市御南西公民館
 　講師・考査委員：安福翔輝、楢村恵美　
 　スカウト19名、引率指導者11名、開設担当5名、ベンチャースカウ

ト奉仕1名　合計39名
 ②パイオニアリング章・考査
 　18回日本スカウトジャンボリー大会の期間中に開催し、ジャンボ

リープログラムとして展開しました。
 　講師・考査委員（脇本富治）　、スタッフ等
 参加スカウト12名　合掌橋7名、三脚信号塔5名のグループで挑戦
 ③水泳章考査　中止
3. 令和4年度スカウト顕彰会
 令和4年8月21日　倉敷アイビースクエア
 富士スカウト：1名（3名中） 　菊スカウト：3名（6名中）
 来賓：3名　理事：6名　コミッショナー関係：2名　スカウト委員：3名
 隊指導者・保護者：4名　事務局：4名　ローバースカウト2名
 講演：岡山後楽館中学校校長田中光彦様「挑戦すること」
4. 第18回日本スカウトジャンボリー　中国・四国ブロック岡山会場
 令和4年8月6日（土）〜 11日（木） 5泊6日間
 新見市大佐　大佐山オートキャンプ場
 参加者 合計211名（スカウト119名、指導者53名、奉仕者・スタッフ

39名）
5. ベンチャー集会
 第24回全国スカウトフォーラムに向けて、ベンチャー集会を開催する
 テーマ「新しい100年に向けてスカウトは何をすべきか」
 全国フォーラムに向けて、県連盟のテーマを採択、代表者を選出。
 令和5年度に向けて、集会を展開する。
 ①令和4年10月16日　吉備公民館
 　参加者　スカウト：2名　指導者：5名
 ②第24回全国スカウトフォーラム　12月17日〜 24日
 　川崎市青少年の家
 　参加者：都窪第2団ベンチャースカウト八木史考
 ③令和5年2月5日　吉備公民館
 　参加者　スカウト：6名　指導者：6名

第1号議案

令和4年度 事業報告
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【18NSJ全国代表スカウトキャンプ】
令和4年8月4日（木）〜10日（水） 
　6泊7日（舎営2泊、野営4泊）
・秩父会場 ： 秩父ミューズパーク（埼玉県秩父郡）
・東京ジャンボリー大集会会場 ： 大田区立総合体育館
都窪第2団　楢村 崚太

【100周年記念式典 県連代表スカウト】
令和4年11月26日（土）
ボーイスカウト　都窪第2団　天野 佑紀
ベンチャースカウト　都窪第2団　八木 史考
付添指導者　都窪第2団　梶谷 祐司

【第24回全国スカウトフォーラム 県連代表スカウト】
令和4年12月24日（土）〜26日（月） 2泊3日
場所 ： 神奈川県「川崎市青少年の家」
ベンチャースカウト　都窪第2団　八木史考

（社会連携関係）
1.子どもゆめ基金助成事業

今年度は各会場の地元指導者により、それぞれの事業を実施でき、スカウ
ト活動の啓蒙を図った。
「防災（サバイバルスキル）デイキャンプ」
9/25 高梁会場 子ども20人 大人13名 合計33名
10/2 岡山会場 子ども22人 大人16名 合計38名
10/16 新見会場 子ども19名 大人14名 合計33名

「竹で遊ぼう2022」
10/16 浅口会場 子ども18人 大人15名 合計33名
10/30 高梁会場 子ども6人 大人4名 合計10名
11/20 岡山会場 子ども29名 大人20名 合計49名
11/20 総社会場 子ども7名 大人5名 合計12名

「凧を作って上げよう2022」
11/20 倉敷市水島会場 子ども13名
12/4 総社会場 子ども12名 大人9名
12/11 倉敷市児島会場 子ども13名 大人8名
12/18 倉敷市玉島会場 子ども16名 大人5名

2.岡山県地域パワーアップ事業
「レッツエンジョイキャンプ2022」
国立吉備青少年自然の家キャンプ場
9/24〜25　　１１家族
10/1〜2　　　８家族

【団運営委員会】
①各団からの要望を集め県連盟活動に対していくつかの事業の提案をしま

した。
②組織拡充支援県連盟として日本連盟の支援を受け、「ワクワク自然体験

研修会」を開催しました（10月16日　9団、16名参加）。
③育成会・団委員会について事例研究をしました。
④団代表者会議に代えて全国大会説明会を行いました（2月18日）。
⑤進級面接に面接員として参加しました（2回、5団5名参加）。進級面接の

実施を始めた団がありました（2個団）
⑥ワクワク体験会を推進しました（5団、計8回場実施）。
⑦継続登録事前研修とセーフ・フロム・ハームセミナーへの参加促進を行いま

した。
⑧いくつかの団についてはコミッショナーの団訪問に同行し情報収集・状況

把握をしました。
⑨全国大会への参加推進と大会奉仕を担いました。

【指導者養成委員会】
昨年に引き続き、マスク着用、消毒等のコロナ感染対策を取りつつ、研修所、

実修所への参加希望者への定型外訓練等を積極的に実施しました。 
1．ボーイスカウト講習会　年3回実施
 6月12日　第252回 岡山市立津高公民館
 10月2日　第253回 新見公民館
 11月20日　第254回 岡山市立福浜公民館
2．課題研修会、課題研究会　年2回
 12月10日  吉備津 岡辛木神社
 1月22日  吉備津 岡辛木神社
3．定型外訓練
 10月9日 ボーイスカウト定型外訓練　岡山市立津高公民館
4．課程別研修  
 5月21日 カブスカウト課程 岡山市立津高公民館
 5月22日 ボーイスカウト課程 岡山市立津高公民館館

第1号議案

令和4年度 事業報告

【トレーニングチーム】
１．ボーイスカウト講習会、ウッドバッジ研修所スカウトコース、団委員研修所、セー

フ・フロム・ハームセミナーへのスタッフを派遣しました。 
2.ウッドバッジ研修所スカウトコース課題研修、ウッドバッジ研修所スカウトコー

課程別研修（BVS課程・ＣＳ課程・ＢＳ課程・ＶＳ課程）、ウッドバッジ実修
所ＢＳ課程課題研究、団委員実修所課題研究、の取り組みを支援しまし
た。

3.BS課程定型外訓練へのスタッフを派遣しました。
4.日本連盟開催のディレクター研究集会に参加しました。 
5.日本連盟開催のトレーナー研究集会に参加しました。

【１８NSJ特別委員会】
第18回日本ジャンボリー中国・四国ブロック岡山会場での8月開催実施
1２月に決算を理事会に提出して解散した。
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第1号議案

令和4年度 事業⽇誌

令和４年度事業⽇誌
⽉ ⽇ 事　業　内　容 場　　　所 参　　加　　者

2 ⽇本連盟ワクワク⾃然体験 説明会 オンライン ⼆宮

10 ウッドバッジ研修所スカウトコース中国・四国第６期所員会議 オンライン 横⼭・⼆宮

12 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 廣⽥利・横⼭・廣⽥裕・宮本・⼆宮・相浦（参席）深井・⾒村

24 18NSJ岡⼭会場参加説明会 津⾼公⺠館 ⽥中・脇本・坪井慈・岡本明・⼭根・岡⾕・⾒村・横⼭

29~1 団委員研修所中国・四国第16期 ⾹川県⻘年センター 廣⽥利

1〜4 ウッドバッジ研修所スカウトコース中国・四国第６期 広島県安芸⾼⽥市鷹ノ巣野営場 参加者8名　横⼭・⼆宮

2 岡⼭県地域パワーアップ事業申請書提出 県教育庁⽣涯学習課 光畑

8 進級⾯接（菊章）　都窪第２団　三宅紹巴 津⾼公⺠館 ⼤野・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

8 県連盟内コミッショナー会議 津⾼公⺠館 横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

8 理事会 津⾼公⺠館
坪井喜・星⼭・廣⽥裕・坪井慈・岡本明・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・⼤野・池本・⾦光善・
⾦光清・⽥中・東條・光畑・宮本・相浦・⾒村・岡⾕

10 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 中⽌

12 全国県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭

14 第1回　セーフ・フロム・ハームセミナー くらしき健康福祉プラザ 参加者39名　横⼭・宮本・⼆宮・相浦・深井

15 ウッドバッジ研修所　課程別研修ビーバースカウト課程　岡⼭第３回 津⾼公⺠館 参加者１名　廣⽥利・宮本・相浦・東條

21 岡⼭連盟18NSJ特別委員会 津⾼公⺠館 ⽥中・脇本・坪井慈・岡本明・⼭根・⻄⼭・星⼭・横⼭・⾒村

21 ウッドバッジ研修所　課程別研修カブスカウト課程　岡⼭第３回 吉備公⺠館 参加者５名　廣⽥利・宮本・岡﨑・⼆宮・東條

22 ウッドバッジ研修所　課程別研修ボーイスカウト課程　岡⼭第３回 津⾼公⺠館 参加者６名　横⼭・⼆宮・⼭⼝・宮本

26 会計監査 ⾦光教本部教庁 坪井喜・板野・平井・⾦光善・⾒村

26 「岡⼭県体験の⾵を起こそう」推進実⾏委員会 ピュアリティまきび 光畑

26 財団理事会 両備本社 松⽥・⾦光善・坪井喜

28 全国⼤会「開会式」「表彰式」　 アクリエひめじ 坪井喜・⾦光善・⾒村・廣⽥裕・星⼭・⼤野・⻄⼭・板野・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

28 全国県コミッショナー会議（第１回） アクリエひめじ 横⼭

28 県連盟代表者会議 アクリエひめじ 坪井喜・⾒村

28 全国ローバースカウト会議（RCJ）総会 アクリエひめじ ⾼橋理⼦

29 全国⼤会「スカウティングエキスポ」「テーマ集会」 アクリエひめじ 坪井喜・⾦光善・⾒村・横⼭・⼆宮・相浦・岡本明・東條

31 定時財団理事会 両備本社 ⾦光善・坪井喜

4 第2回　セーフ・フロム・ハームセミナー 浅⼝健康福祉センター 参加者12名　廣⽥利・深井・⼆宮・相浦・⼭⼝

5 岡⼭連盟18NSJ特別委員会 オンライン ⽥中・脇本・坪井慈・岡⾕・⻄⼭・星⼭・⾒村・横⼭

9 全国県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭・⼆宮

12 第252回ボーイスカウト講習会 津⾼公⺠館 参加者７名　廣⽥利・⼆宮・相浦・⼭⼝・⾒村・宮本

12 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 吉備津岡⾟⽊神社 ⻄⼤寺第1団　4名　横⼭・廣⽥利・深井・相浦

13 臨時ブロック会議 オンライン 坪井喜・星⼭・横⼭・⾒村

14 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 廣⽥利・横⼭・廣⽥裕・宮本・⼆宮・⼭⼝（参席）深井・⾒村

15 岡⼭連盟18NSJ特別委員会救護班打合せ オンライン 岡⾕・⼆宮・藤原

18 年次総会・表彰準備 ⾦光教本部教庁
廣⽥裕・坪井慈・東條・脇本・⻄⼭・加古・⾒村・岡本明・岡⾕・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・
相浦

18 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 ⾦光教本部教庁 ⽟島第5団　3名　横⼭・深井・⼆宮

18 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 ⾦光教⻄⼤寺教会 ⻄⼤寺第1団　2名　横⼭・⼆宮

19 総会前役員会（理事会・名誉会議） ⾦光教本部教庁
坪井喜・星⼭・廣⽥裕・⼤野・坪井慈・⾦光善・光畑・⽥中・池本・宮本・東條・⻄⼭・脇本・
岡本猛・幡⼭・陶⼭・板野・平井・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・⾒村・岡本明・岡⾕

19 ⽇本ボーイスカウト岡⼭連盟年次総会 ⾦光教本部教庁
坪井喜・星⼭・廣⽥裕・⼤野・⾦光清・坪井慈・⾦光善・光畑・⽥中・池本・宮本・東條・⻄
⼭・脇本・岡本猛・幡⼭・陶⼭・板野・平井・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦・⾒村・岡本明・
岡⾕

19 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 ⾦光教本部教庁 浅⼝第2団　2名、都窪第2団　1名　⼆宮・深井

19 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 オンライン 倉敷第16団　2名　横⼭・⼆宮

22 岡⼭県⻘少年育成県⺠会議　総会・表彰式 岡⼭県総合福祉NPO会館 表彰対象者　篠原秀夫・⽟島第5団　（参席）幡⼭・坪井慈

22〜26 リーダートレーナーコース第41期 栃⽊県　那須野営場 横⼭

23 岡⼭連盟18NSJ特別委員会救護班打合せ オンライン 岡⾕・⼆宮・藤原・東條

25 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 いづみ⼄島保育園 ⽟島第5団　1名　⼆宮・相浦

25 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 吉備公⺠館 都窪第2団　3名、倉敷第14団　3名　⼆宮・相浦

25 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 津⼭市⻄苫⽥公⺠館 津⼭第1団　1名　廣⽥利・⼆宮

26 第25回世界スカウトジャンボリー派遣員⾯接 桑野ふれあいセンター ⻄⼤寺第1団　1名　深井・⼆宮

28 令和5年度　実修所開設打合せ（開催場所） ⾚磐市吉井⽀所 宮本・⼆宮
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8 日本ボーイスカウト岡山連盟

令和5年度年次総会

第1号議案

令和4年度 事業⽇誌
3 全団協議会 津⾼公⺠館 坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・⽊村・⾒村・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

3 ラウンドテーブル 津⾼公⺠館 参加者51名　横⼭・廣⽥利・廣⽥裕・⻄⼭・⼆宮・深井・相浦・⾒村・岡本・岡⾕

3 各種運営委員会（団運営委員会・指導者養成委員会） 津⾼公⺠館
廣⽥裕・福島・脇本・⼭縣・幡⼭・砂場・森本・⾒村・⼆宮・森定・池本・葛間・猪⽊・⾚⽊・橋
本・⽊村・⼆宮

3 各種運営委員会(スカウト委員会) 津⾼公⺠館
⻄⼭・⼭根・吉光・⾼橋理恵・篠原・千⽥・深井・妹尾・杉本晴・松井・原⽥・安福崚・東條・
三宅・廣⽥利

4 定時財団評議員会 中銀本店 ⾦光善・坪井喜

12 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 廣⽥利・廣⽥裕・横⼭・宮本・⼆宮・⼭⼝・深井　（参席）⾒村・⽊村

21 全国県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭

24 第2回　セーフ・フロム・ハームセミナー 津⾼公⺠館 参加者30名　横⼭・宮本・相浦・深井

26 全国組織拡充担当委員⻑会合状況確認（岡⼭） オンライン 廣⽥裕・⼆宮・⾒村・⽇本連盟3名

28 第1回　全国組織拡充担当委員⻑会合（全体会・第７グループ） オンライン ⼆宮・⽇本連盟・グループメンバー

30 第18回⽇本スカウトジャンボリー中国・四国岡⼭会場（全体打合せ） オンライン 坪井喜・⽥中・星⼭・坪井慈・脇本・⼭根・⻄⼭・横⼭・⿃取連盟１

6〜11 第18回⽇本スカウトジャンボリー中国・四国岡⼭会場 新⾒市⼤佐⼭オートキャンプ場 連盟⻑ほか参加者211名（スカウト119名・指導者53名・奉仕者39名）

4〜10 18NSJ全国代表スカウトキャンプ 秩⽗ミューズパーク・東京会場 スカウト1名

9 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 <中⽌>

21 理事会 倉敷アイビースクエア 坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・三宅・⽊村・横⼭・廣⽥利・深井・相浦・⾒村・岡本明・岡⾕

21 富⼠スカウト・菊スカウト顕彰会 倉敷アイビースクエア
スカウト3名、来賓3名、保護者・指導者4名、RS2名、事務局4名
坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・三宅・⽊村・⼭根・⾼橋理恵・東條・横⼭・廣⽥利・深井・相浦・⾒
村・岡本明・岡⾕

22 知事表敬訪問 県庁 スカウト4名　横⼭・⾒村

26 岡⼭県⻘少年問題協議会 岡⼭県庁 坪井慈

8 全国県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭

13 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 廣⽥利・廣⽥裕・横⼭・宮本・⼆宮・⼭⼝・深井　（参席）⾒村・⽊村

18 進級⾯接(隼章) 津⼭第1団　⽊下皓清 オンライン ⻄⼭・福島・吉光・森本・横⼭・⼆宮

19 全国組織拡充委員会（岡⼭研修会事前打合せ） オンライン ⼆宮・⽇本連盟2名

24〜25 岡⼭県地域パワーアップ事業「レッツ　エンジョイ　キャンプ」 国⽴吉備⻘少年⾃然の家 11家族　光畑・⾒村・岡本明

25 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「防災（サバイバルスキル）デイキャンプ ⾼梁市有漢常⼭交流センター 参加者33名　⾼梁第1団・浅⼝第2・3団指導者

1 ブロック県コミッショナー・ディレクター・指導者養成委員⻑合同会議 オンライン 横⼭・廣⽥利・⽊村

1〜2 岡⼭県地域パワーアップ事業「レッツ　エンジョイ　キャンプ」 国⽴吉備⻘少年⾃然の家 8家族　光畑・岡本明

2 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「防災（サバイバルスキル）デイキャンプ 岡⼭市⽴南公⺠館 参加者38名　岡⼭第4団指導者

2 第253回ボーイスカウト講習会 新⾒公⺠館 横⼭・宮本・⼆宮・相浦・⽊村　（奉仕者）⼭⽥・宮岡

7 岡⼭県⻘少年財団補助⾦贈呈式 ⼭陽新聞社 ⾒村

７〜８ 全国県コミッショナー会議（第２回） 東京　代々⽊ 横⼭

9 定型外訓練「今⽇から変わる︕スカウトが笑顔になるボーイ隊プログラム」 津⾼公⺠館 参加者5名　横⼭・廣⽥利・廣⽥裕・宮本・⼆宮・相浦・⼭⼝・⽊村

11 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 廣⽥利・横⼭・廣⽥裕・宮本・⼆宮・⼭⼝・深井　（参席）⾒村・⽊村

15 ⼦どもゆめ基⾦助成⾦申請説明会 県⽣涯学習センター 光畑

16 研修会「みんなで取り組もう☆ワクワク⾃然体験」 サンピーチOKAYAMA 参加者19名　坪井喜・廣⽥裕・⾒村・⼆宮・⽇本連盟2名（講師）

16 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「防災（サバイバルスキル）デイキャンプ 新⾒市防災公園 参加者33名　新⾒第1団指導者・岡本明

16 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「⽵で遊ぼう」 浅⼝市ビッグハット 参加者33名　浅⼝第2・3団・⾼梁第1団指導者

16 ベンチャー集会 吉備公⺠館 スカウト2名　⻄⼭・篠原・妹尾・松井・隊指導者

23 各種運営委員会(スカウト委員会) 津⾼公⺠館 ⻄⼭・三宅・植中・吉光・⾼橋・千⽥・深井・杉本・松井・原⽥・安福・東條

23 全団協議会 津⾼公⺠館 坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦・⾒村・坪井慈・岡⾕・東條

23 ラウンドテーブル 津⾼公⺠館 参加者30名　横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

23 各種運営委員会 津⾼公⺠館
廣⽥裕・⻄⼭・植中・吉光・千⽥・深井・杉本晴・松井・原⽥・⼭縣・幡⼭・砂場・⼆宮・⾒村・
岡⾕・⻄中・森定・安部・原・⾚⽊・猪⽊

29〜30 中国・四国ブロック会議 広島県廿⽇市市 ⼭縣・幡⼭・砂場・⼆宮・⾒村・岡⾕・⻄中・森定・安部・原・⾚⽊・猪⽊

30 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「⽵で遊ぼう」 ⾼梁市有漢常⼭交流センター 参加者10名　⾼梁第1団・浅⼝第2・3団指導者

5 第2回全国組織拡充担当委員⻑会合（全体会・第7グループ） オンライン ⼆宮・⽇本連盟・グループメンバー

6 第2回全国組織拡充担当委員⻑会合（第7グループ） オンライン 廣⽥・⽇本連盟・グループメンバー

8 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 <中⽌>

13 おかやまマラソン2022奉仕 シティライトスタジアム スカウト3名　指導者・保護者8名奉仕

13 ボーイスカウト救急法講習会 岡⼭市⽴御南⻄公⺠館 スカウト24名、講師　安福翔・楢村恵美、隊指導者11名、⻄⼭・千⽥・原⽥・岡本明

14 団訪問　⻄⼤寺第1団 オンライン 廣⽥利・相浦（参席）廣⽥裕

15 団訪問　浅⼝第1団 ⾦光教本部控室 深井・⼆宮　（参席）廣⽥裕

19 団訪問　岡⼭第23団 オンライン ⼆宮・相浦

20 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「⽵で遊ぼう」 岡⼭市⽴福浜公⺠館 参加者49名　岡⼭第4団指導者

20 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「⽵で遊ぼう」 ⾦光教総社教会 参加者12名　総社第3団指導者

20 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「凧を作って上げよう」 倉敷市慈愛幼稚園 参加者12名　倉敷第14団指導者

20 第254回ボーイスカウト講習会 岡⼭市⽴福浜公⺠館 参加者9名　廣⽥利・廣⽥裕・宮本・⼆宮・⽊村

23 防災キャラバン イオンモール倉敷
スカウト6名（広島安芸第4団ローバー1名含）指導者団委員10名
⾒村・坪井慈・⼆宮・⽊村・岡⾕・岡本明・東條

24 ブロック県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭

26 ⽇本連盟創⽴100周年記念式典 明治記念館 スカウト２名・指導者１名　坪井喜・横⼭・⾒村

26 ボーイスカウト⽇本連盟創⽴100周年レセプション 明治記念館 坪井喜・横⼭・⾒村

27 全国事務局⻑会議 東京　代々⽊ ⾒村

9

8

7
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令和5年度年次総会

日本ボーイスカウト岡山連盟

第1号議案

令和4年度 事業⽇誌
３~４ 全国ディレクター会議 栃⽊県　那須野営場 廣⽥利

3 団訪問　⾼梁第1団 ⾼梁第1団　団本部 深井・⼆宮

4 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「凧を作って上げよう」 ⾦光教総社教会 参加者21名　総社第3団指導者

8 全国県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭

10 第1回　課題研修会・課題研究会 吉備津岡⾟⽊神社 参加者13名　廣⽥利・横⼭・宮本・⼆宮・相浦・⼭⼝・深井・⽊村

11 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「凧を作って上げよう」 児島⼭際⾃治会館 参加者21名　児島第1団指導者

11 団訪問　岡⼭第4団 岡⼭南公⺠館 深井・⼆宮

11 県連盟内コミッショナー会議 津⾼公⺠館 横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

11 理事会 津⾼公⺠館
坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・光畑・⽊村・三宅・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦・⾒村・坪井慈・
岡本明・岡⾕

13 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 <中⽌>

14 団訪問　津⼭第1団 ⻄苫⽥公⺠館 深井・⼆宮

15 全国⼤会打合せ サン・ピーチOKAYAMA ⾦光善・坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・横⼭・⾒村・⽇本連盟３名

24〜26 第24回全国スカウトフォーラム 川崎市⻘少年の家 都窪第2団　⼋⽊史考

18 ⼦どもゆめ基⾦助成事業「凧を作って上げよう」 ⽟島⼄島コミュニティハウス 参加者21名　⽟島第5団指導者

18 団訪問　岡⼭第17団　 団本部 深井・⼆宮

20 団訪問　⽟島第5団　 いずみ⼄島保育園 廣⽥利・相浦

22 団訪問　⾚磐第2団 普⾨院 深井・⼆宮　（参席）廣⽥裕

7 進級⾯接（菊章）　総社第3団　難波由成 津⾼公⺠館 ⻄⼭・横⼭・⼆宮・深井（オンライン）・砂場　（参席）⾒村・廣⽥裕（オンライン）

9 岡⼭連盟倉庫⽚付け（備品整理等） 胎⾦寺 廣⽥利・横⼭・廣⽥裕・宮本・⼆宮・相浦・深井・⽊村

10 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 <中⽌>

12 全国県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭

14〜15 全国コミッショナー会議（第３回） 東京　⽇本連盟スカウト会館 横⼭

18 全国⼤会打ち合わせ 岡⼭市　両備本社 ⾦光善・坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・横⼭・⾒村

21〜22 コミッショナー任務別研修　県コミッショナー課程第2期 栃⽊県　那須野営場 横⼭

22 第2回　課題研修会・課題研究会 吉備津岡⾟⽊神社 参加者5名　廣⽥利・⼆宮・相浦・深井・⽊村

28 ⽇本連盟県連盟代表者会議 東京　明治記念館 坪井喜

2 全国⼤会　打ち合わせ オンライン 坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・横⼭・⾒村

4 岡⼭県地域パワーアップ事業報告会 県⽣涯学習センター 光畑

5 県連盟内コミッショナー会議 吉備公⺠館 横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦（オンライン）　（参席）⾒村

5 ベンチャー集会 吉備公⺠館 スカウト7名　⻄⼭・篠原・松井・隊指導者

9 「岡⼭県体験の⾵を起こそう」推進実⾏委員会 ピュアリティまきび 光畑

9 全国県コミッショナー懇談会 オンライン 横⼭

12 団訪問　岡⼭第23団 団本部 廣⽥利・相浦

12 名誉会議 吉備公⺠館 脇本・加古・平井・⽊下・⾚⽊・原・横⼭・⾒村　（参席）坪井喜・廣⽥利・深井

14 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 廣⽥利・横⼭・廣⽥裕・宮本・⼆宮・⼭⼝・深井　（参席）⾒村・⽊村

15 団訪問　⽟野第1団 ⽟野第1団団本部 深井・⼆宮

18 進級⾯接（隼章）都窪第２団　⼋⽊史考 サン・ピーチOKAYAMA ⻄⼭・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

18 全団協議会 サン・ピーチOKAYAMA
坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・⽊村・幡⼭・三宅・光畑・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦・⾒村・坪
井慈・岡⾕・東條

18 各種運営委員会(スカウト委員会) サン・ピーチOKAYAMA
⻄⼭・三宅・剣持・藤原・吉光・⾼橋理恵・⼤下・篠原・千⽥・深井・妹尾・杉本・松井・原⽥・
東條・平井・横⼭・廣⽥利・相浦

18 運営委員会（団運営委員会） サン・ピーチOKAYAMA
坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・⽊村・幡⼭・三宅・光畑・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦・⾒村・坪
井慈・岡⾕・東條

18 祝賀会 サン・ピーチOKAYAMA

（対象者）廣⽥利⾹・宮地正⼈・坪井慈朗・岡本明広・篠原秀夫
（参加者）福島章三・剣持智・脇本富治・⼭⽥貞秀・幡⼭寛念・横⼭卓⽣・⼆宮雄⼀・森本
英利・⼤下⼤介・坪井喜久太・坪井慈朗・⾒村三吉・廣⽥裕・深井広美・岡⾕悦⼦・岡本猛・
東條美恵⼦・⻄⼭勝正・中野由理・前川享⼦・光畑俊⾏・相浦正徳・三宅⼀正

19 ⽇本連盟トレーナー研究集会 岡⼭シティホテル桑⽥町 廣⽥利・横⼭

2 団訪問　児島第１団 児島ナイカイビル 廣⽥利・相浦

3〜5 中国・四国ブロックRCJイベント 岡⼭県教育センター閑⾕学校 参加者　⾼橋理⼦・丸⼭稔礼　（⾒学）横⼭

4 団審査 津⾼公⺠館 廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

4 スカウト委員会 津⾼公⺠館 ⻄⼭・吉光・⾼橋理恵・千⽥・深井・妹尾・杉本晴・松井・原⽥・東條・⼭⽥實

5 団審査 津⾼公⺠館 廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

5 理事会 津⾼公⺠館
坪井喜・⻄⼭・⽊村・三宅・光畑・幡⼭・横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦・⾒村・岡本明・坪
井慈・岡⾕・東條

5 ワクワク⾃然体験説明会 オンライン ⾒村

7 第3回　全国組織拡充担当委員⻑会合（第７グループ） オンライン 廣⽥裕・⼆宮・⽇本連盟・グループメンバー

8 団訪問　新⾒第1団 オンライン 深井・⼆宮　　（参席）廣⽥裕

9 全国⼤会打合せ オンライン 坪井喜・廣⽥裕・⻄⼭・横⼭・⾒村・⽇本連盟３名

11 団審査 津⾼公⺠館 廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

12 ラウンドテーブル 吉備公⺠館 横⼭・廣⽥利・深井・⼆宮・相浦

14 トレーニングチーム集会 津⾼公⺠館 廣⽥利・横⼭・宮本・⼆宮・相浦・深井　参席︓⾒村

18 団訪問　⾼梁第1団 団本部 横⼭

29 第2回財団理事会 両備本社 ⾦光善・坪井喜

12
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10 日本ボーイスカウト岡山連盟

令和5年度年次総会

第２号議案

⾃　 令和4年４⽉ １⽇

収⼊の部  ⾄　令和5年３⽉３１⽇

予算額 　　決算額 増減
A B A-B

総　　　　額 7,989,015 13,798,580 -5,809,565 １８NSJ経費含む

１、前年度繰越⾦ 204,015 204,015 0

２、分担⾦ 1,890,000 1,855,700 34,300 隊＠2,000　団委員・指導者＠2,800　スカウト＠1,800

３、県　補　助　⾦ 500,000 500,000 0 １８NSJ補助⾦

４、⽇連　還付⾦ 400,000 437,000 -37,000 ⽇本連盟維持会員還付⾦

５、財団　助成⾦ 2,000,000 900,000 1,100,000 岡⼭県ボーイスカウト振興財団より

６、助成⾦ 1,945,000 1,686,628 258,372
ゆめ基⾦助成⾦1,021,628円,岡⼭県パワーアップ事業助成⾦200,000
円、県⻘少年財団６0,000円、サン基⾦375,000円(１８NSJ⽤)

7、積⽴⾦解約 800,000 800,000 0 特別会計より積⽴⾦80万円取崩

8、雑　　収　　⼊ 250,000 7,415,237 -7,165,237
パワーアップ事業参加費、ゆめ基⾦事業参加費、ラインスタンプ　、オリコカー
ド、需品売上、１８NSJ参加費6,538,000円、⿃取連盟補助⾦50万円

⽀出の部
予算額 決算額 増減

A B A-B

総　　　　額 7,989,015 13,605,862 -5,616,847

1、指導教育費 6,704,000 12,336,900 -5,632,900

　 １指導者養成費 310,000 523,811 -213,811 BS講習会開設費、団研補助費、規定集購⼊

　 ２コミッショナー活動費 190,000 219,175 -29,175 会議費　コミッショナー旅費等

　 ３トレーナ活動費 491,000 171,030 319,970 トレーナー研修集会参加費、旅費、図書、資料印刷費　等

　 ４⾏　事　費 5,195,000 11,147,616 -5,952,616
県パワーアップ事業費　ゆめ基⾦事業費1,240,600円
　１８NSJ決算費参照　8,694，653円　⿃取連盟返⾦80万円等

　 ５普及　宣伝費 278,000 146,092 131,908 動画作成費・ＨＰ運営費等

　 ６表　彰　費 240,000 129,176 110,824 有功章・盾隊褒章・表彰副賞・記念品　宗教章　等

2、会　　議　　費 525,000 406,415 118,585

　１総会・理事会 250,000 195,146 54,854 総会資料印刷　総会・理事会運営費　等

　２各種委員会 175,000 137,589 37,411 各種委員会会議費　委員会旅費　等

　３会　　議　　費 100,000 73,680 26,320 中四国ブロック会議参加費等、理事会、各種委員会会議費

3、運　営　費 713,000 862,547 -149,547

　１旅　　　　　費 295,000 346,163 -51,163 ⼀般旅費　100周年記念⼤会旅費3名等
　２事　　務　　費 320,000 332,511 -12,511 名簿・封筒印刷　事務通信・コピー代　需品購⼊　等

　３負　　担　　⾦ 68,000 100,045 -32,045 中国・四国ブロック負担⾦、県⺠会議会費等

　４渉　　外　　費 30,000 83,828 -53,828 100周年記念⼤会参加費、誌上賀詞交歓掲載費、慶弔関係　他

4、予　備　費 47,015 0 47,015

　１予　　備　　費 47,015 0 47,015

0 0 0

収⼊総額 ⽀出総額 次期繰越⾦
13,798,580 13,605,862 192,718

令和4年度特別会計そなえよつねに積み⽴て　決算書
項⽬ 前年度繰越 ⽀出 次年度繰越 摘要　（単位円）

災害⽤ 600,000
積⽴⾦ 800,000 800,000 １８NSJ⽤⼀般会計へ
合計 1,400,000 800,000 600,000

        令和4年度⼀般会計 決算書

項　　　⽬

項　　　　⽬

　　摘　　　　要　　　　（単位円）

　　摘　　　　要　　　　（単位円）
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収⼊の部 　 令和４年９⽉ ２９⽇

予算額 　　決算額 増減
A B A-B

総　　　　額 10,647,000 9,913,008 733,992

１、参加費　岡⼭連盟 4,320,000 4,820,000 -500,000
全⽇程参加135名×3万円/名､部分参加 6千円/泊×122泊､
⽇本連盟参加費のみ 2千円/名×10名

２、参加費　⿃取連盟 1,624,000 1,718,000 -94,000
全⽇程参加56名×28千円/名､
部分参加 6千円/泊×30泊－2千円/名(⽇本連盟参加費)×15名

３、参加費　部分参加 828,000 0 828,000 部分参加  6千円×138泊
４、岡⼭連盟補助⾦ 2,000,000 2,000,000 0 特別会計より80万円、⼀般会計より120万円
５、岡⼭県補助⾦ 500,000 500,000 0
６、⿃取連盟補助⾦ 500,000 500,000 0
７、サン基⾦補助⾦ 375,000 375,000 0 ポロシャツ作成費補助
８、財団補助⾦ 500,000 0 500,000
９、雑　　収　　⼊ 0 8 -8 定期預⾦利⼦

⽀出の部
予算額 決算額 増減

A B A-B
総　　　　額 10,647,000 9,913,008 733,992
　 １施設使⽤料 2,804,600 2,644,366 160,234 8/6〜11⼤佐⼭キャンプ場貸切り等

　 ２⾷糧費 1,750,000 1,746,821 3,179
⾷費 (3,275⾷@500円、追加野菜ジュース144⾷@324円、原材料
超過分16,171円,箸、⽫、かご45,944円＋振込550円

　 ３氷代 180,000 108,880 71,120 540円/40貫⽬×5⽇
　 ４薪代 450,000 94,080 355,920 560円/束×168束
　 ５資材 250,000 0 250,000 杭、コンパネ
　 ６運搬⽤・レンタカー 100,000 79,932 20,068 2t⾞　２台借上げ
　 ７記念品代 495,000 465,000 30,000 ポロシャツ  1,500円/枚×310枚
   ８⽇本連盟参加費 440,000 440,880 -880 2,000円/⼈×220⼈(岡⼭連盟)
   ９ジャンボリーゲーム 130,000 81,644 48,356 班旗⽴て､⽕おこし､⼿旗信号リレー
   １０パイオニアリング 220,000 102,264 117,736 丸太､⿇縄､ロープ､輸送費等
   １１折鶴 0 3,512 -3,512 折り紙等
   １２アクティビティ　シャワートレッキング 330,000 272,495 57,505 シャワートレッキング  64⼈＋キャンセル5⼈
   １３アクティビティ　カヌー 265,000 132,165 132,835 カヌー体験   27⼈＋キャンセル4⼈
   １４アクティビティ　洞窟 430,000 273,534 156,466 洞窟探検    32⼈＋キャンセル55⼈
   １５アクティビティ
　　　　バスチャータ代 420,000 320,650 99,350 アクティビティ⽤バス3⽇間チャーター
   １６ジャンボリー⼤集会
　　　ステージ、マーキー等 505,000 426,153 78,847 ステージテント､マーキー､幕等
   １７ジャンボリー⼤集会
　　ライブ配信・⾳響設備 440,000 495,165 -55,165 ライブ配信･⾳響設備、テレビモニター
   １８ジャンボリー⼤集会
　　　　⼤会のぼり・横断幕 50,000 39,930 10,070 ⼤会のぼり･横断幕
   １９ジャンボリー⼤集会 95,000 125,825 -30,825 ゲスト出演者 3名

   ２０ジャンボリー⼤集会 30,000 60,330 -30,330 カメラマン1⼈×3万×2⽇

   ２１ジャンボリー⼤集会 20,000 24,563 -4,563 場内掲⽰板等作成

　２２各プログラム表彰費 70,000 38,500 31,500 副賞記念品代･賞状

　２３安全・救護 460,000 278,160 181,840 抗原検査キット  ３０0⼈分

  ２４  消毒アルコール等 50,000 42,574 7,426 消毒⽤アルコール､体温計､啓発ポスター等

  ２５  野営管理 20,000 0 20,000 印刷代

  ２６  ハンドブック 200,000 200,200 -200 520円/冊×350⼈

  ２７  名札作成費 20,000 19,800 200 名刺印刷10円×400枚、ホルダー40円×350組

  ２８  会議費、下⾒費 200,000 45,065 154,935 会議費、下⾒費⽤

  ２９  予備費 222,400 132,165 90,235 １８NSJ記念誌作成費⽤
  ３０  返⾦ 0 1,218,355 -1,218,355 80万円⿃取連盟返⾦、418,355円⼀般会計へ

収⼊総額 ⽀出総額 余剰⾦
9,913,008 9,913,008 0

        １８NSJ会計 決算書

項　　　⽬

項　　　　⽬

　　摘　　　　要　　　　（単位円）

　　摘　　　　要　　　　（単位円）

第2号議案



12 日本ボーイスカウト岡山連盟

令和5年度年次総会

令和4年度 貸借対照表

令和4年度 監査報告

第２号議案

資産の部 金額 負債の部 金額
普通預金 538,716 未払金 345,998
定期預金 600,000

負債の部合計 345,998

余剰金の部 金額
本年度余剰金 192,718
特別会計積立金 600,000
余剰金の部合計 792,718

資産の部合計 1,138,716 負債・余剰金の合計 1,138,716

貸借対照表

令和05年3月31日現在
令和5年3月31日現在
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令和5年度年次総会

日本ボーイスカウト岡山連盟

令和5年度事業計画

第3号議案

令和5年8月1日〜14日　第25回世界スカウトジャンボリー（韓国）



14 日本ボーイスカウト岡山連盟

令和5年度年次総会

第3号議案

《スローガン》　「社会に貢献できるスカウトを育てよう！！」
《基本方針》　「スカウト 教育法を活用する 」

■令和5年度の重点目標
１．基本に忠実なスカウト運動の実践を通じて地域社会にアピー

ルし、新入隊員と成⼈指導者を確保する
①　年長スカウトの凛 し々い姿を示すことでスカウト活動の良さを示し、全国大

会やワクワク自然体験あそびなどの実施をとおして、スカウト活動を知っても
らう。

②　地域を良くするための運動であることを示す理想として、防災キャラバンや
スカウトの日の取り組みなど「日々 の善行」を推進する機会を増やす。

③　指導者自ら意識を高め、礼儀 ( 挨拶 )と規律（基本動作とスマートネス）、
公共マナーを確実に指導する。

④　保護者はこの運動の最大の理解者、協力者の一人であり、広報、スカウト
募集の担い手であることを認識し、活動の説明や懇談の機会（保護者
会）を今まで以上に増やし、良きパートナーになっていただくようコミュニケー
ションの充実を図る。

２．団、隊が発展する運営方法を継続するために、私が変わる。
変わることを決して恐れない。

① ラウンドテーブル等の研修に参加しスカウト教育法を理解することで、プログ
ラムの展開方法や内容をよりよくするよう、変わる。

② セーフ・フロム・ハームセミナー等に参加し、スカウト活動に関わる団・隊の
指導者は「教育者」であるという意識を持ってふるまうよう、変わる。

③ 団委員会が団の経営・存続を担当する部門であることを改めて認識し、
団委員会と団会議を定期的に開催することで指導者の支援体制を整える
よう、変わる。

■県コミッショナー活動方針
団・隊指導者の活動内容を向上させる支援を行う。

①　各委員会と協働し、団運営や隊活動の改善につながる事業を行う。
②　希望する隊指導者に対し、活動活性化のための研修の機会を提供する。
③　団訪問や登録審査を通じて健全な団運営に向けた支援を行う。
④　スカウト・青年の参画につながる事業を企画する。

■各種委員会事業計画
【スカウト委員会】「進歩」及び「事業」

2年目の委員会として、委員の役割・担当を明確にし、充実したプログラムを 
展開していく。参加すれば考査合格でなく、持続できる内容、挑戦に改め、進級
課目についても、隊長と協議しながらスカウトの成長に繋がるようにしたい。

1. 菊章・隼章・富士章における書類審査及び面接依頼
2. スカウト顕彰会の開催
3. ボーイスカウト救急法講習会の開催
4. パイオニアリング章考査の開催
5. おかやまマラソン2023大会の奉仕
6. 令和5年度全国大会協働ポイントラリーの開催
7. 県連ベンチャー集会の開催
 団を超えてベンチャーの輪を広げ共感できるプログラムを行う。

【団運営委員会】
①県連盟の活動方針に関する事項
②県連盟の組織運営及び財政支援に関する事項
③育成会・団委員会など組織研究に関する事項  
④団代表者会議に関する事項
⑤団委員及び県連盟役員の研修促進に関する事項 進級面接研修
⑥会員拡充及び募集に関する事  
⑦危機管理及びセーフ・フロム・ハームに関する事項 
⑧その他団運営に関する事項

【指導者養成委員会】
１．ボーイスカウト運動への理解を促し、深めるため、ボーイスカウト講習会の開

設。
2．各隊のプログラムの充実、指導者のスキルの向上、人間力を高める為の定

型外訓練の実施。
3.ウッドバッジ研修所、実修所、団委員研修所、実修所参加希望者への支

援。
4．トレーナー及びトレーナー候補者の発掘、育成。
5．令和６年度ウッドバッジ実修所カブスカウト課程の開設に向けての準備。

《トレーニングチーム》
1. ボーイスカウト講習会、ウッドバッジ研修所スカウトコース、ウッドバッジ研修所

スカウトコース課程別研修、ウッドバッジ実修所、団委員研修所、団委員
実修所、セーフ・フロム・ハームセミナー等へのスタッフを派遣する。 

2. ウッドバッジ研修所スカウトコース課題研修、ウッドバッジ研修所スカウトコー
ス各課程別研修、ウッドバッジ実修所課題研究、団委員研修所課題研
修、団委員実修所課題研究の取り組みを支援する。 

3. 定型外訓練へスタッフを派遣します。
4. トレーニングチーム員相互のレベルアップのための研究会を開催します。 
5. 日本連盟開催のトレーナー研究集会等の研究会に参加する。

令和5年度 活動方針（案）

ボーイスカウト⽇本連盟 2023ビジョン

【2023（令和５）年度最重点施策】
社会に貢献できるスカウトを育てるための仕組みを確立する。

【2023（令和5）年度の重点展開事業】
①「ワクワク自然体験あそび」の全国展開

地域の行政機関、教育機関をはじめとした、地域社会でのボーイスカウ
ト認知度を高めると共に、エントリー部門のスカウト加入を推進します。

② 25WSJ 派遣
ボーイスカウト活動の魅力の一つである国際交流体験の機会とし、参
加者のこれからのスカウト活動充実と、スカウト活動の魅力を社会と加盟
員（保護者も含めた）に発信する。

③ 地域社会、国際社会に貢献するローバースカウトの育成
スカウト運動で育った、すばらしいスカウトを、社会並びにスカウトの保護
者に示し、ボーイスカウト運動の人財育成面からの価値を社会、スカウト
保護者、スカウトにアピールする。

④ 加盟員、社会への円滑な情報発信・伝達方法の確立
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令和5年度年次総会

日本ボーイスカウト岡山連盟

第3号議案

⽇本ボーイスカウト岡山連盟 令和5年度年間計画（案）
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16 日本ボーイスカウト岡山連盟

令和5年度年次総会

令和5年度予算（案）
第4号議案

⾃ 令和5年4⽉  1⽇
収⼊の部 ⾄ 令和6年3⽉31⽇

予算額 前年度予算額 増減
A B A-B

総　　　　額 5,462,718 7,989,015 -2,526,297

1、前年度繰越⾦ 192,718 204,015 -11,297

2、分　　担　　⾦ 1,850,000 1,890,000 -40,000 隊＠2000 　団・指導者＠2800　スカウト＠1800

3、県　補　助　⾦ 0 500,000 -500,000

4、⽇連　還付⾦ 510,000 400,000 110,000 ⽇本連盟維持会費還付⾦ 

5、財団　助成⾦ 1,350,000 2,000,000 -650,000 岡⼭県ボーイスカウト振興財団より２５WSJ補助、WB研修所等補助

6、助　成　⾦ 1,310,000 1,945,000 -635,000 県パワーアップ事業助成 20万円、ゆめ基⾦105万円、県⻘少年財団6万円

7、積⽴⾦解約 0 800,000 -800,000

8、雑　　収　　⼊ 250,000 250,000 0 ゆめ基⾦事業参加費、需品売上、ラインスタンプ売上、オリコカード　他

⽀出の部
予算額 前年度予算額 増減

A B A-B

総　　　　額 5,462,718 7,989,015 -2,526,297

1、指導・教育費 4,042,000 6,704,000 -2,662,000

　 １指導者養成費 648,000 310,000 338,000 BS講習会　研修補助費　　等

　 ２コミッショナー活動費 190,000 190,000 0 会議費　コミッショナー旅費　　等

　 ３トレーナー活動費 471,000 491,000 -20,000 トレーナー研究集会参加費　トレーナー旅費　等

　 ４⾏事費 2,250,000 5,195,000 -2,945,000
ゆめ基⾦事業費、県パワーアップ事業、全国⼤会準備費、スカウト顕彰会、
25WSJ補助

　 ５普及宣伝費 243,000 278,000 -35,000 広報費　広報誌・ＨＰ運営費　　等

　 ６表彰費 240,000 240,000 0 有功章・隊褒章盾・表彰副賞・記念品　等

2、会　　議　　費 665,000 525,000 140,000

　１総会・理事会 350,000 250,000 100,000 総会資料印刷　総会・理事会・運営費　等

　２各種委員会 215,000 175,000 40,000 委員会会議費　委員会旅費　　等

　３会　　議　　費 100,000 100,000 0 理事会、各種委員会

3、運　営　費 728,000 713,000 15,000

　１旅　　　　　費 280,000 295,000 -15,000 ブロック会議参加費旅費・県連代表者会議旅費　　等

　２事　　務　　費 320,000 320,000 0 名簿・封筒印刷　事務通信・コピー代　需品購⼊　等

　３負　　担　　⾦ 98,000 68,000 30,000 中国・四国ブロック負担⾦、ブロック全国⼤会積⽴⾦、県⺠会議会費　等

　４渉　　外　　費 30,000 30,000 0 広告費　慶弔関係

４、予　備　費 27,718 47,015 -19,297

　１予　　備　　費 27,718 47,015 -19,297

　特別会計　予算書
項⽬ 摘要　（単位円）

そなえよつねに積⽴⾦ 600,000 災害⽤60万円

項　　　⽬ 　　摘　　　　要　　　　（単位円）

項　　　　⽬ 　　摘　　　　要　　　　（単位円）

※各項⽬間の流⽤を認める
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 H26年 27年 28年 29年 30年 R1年 2年 ３年 4年 5年
団委員 128 123 122 121 120 112 110 105 105 105
指導者 233 232 224 201 194 182 195 180 179 163
ビーバー 130 131 115 129 112 114 89 72 75 90
カ ブ  214 220 197 204 180 191 183 171 168 166
ボ ー イ  183 171 167 137 140 144 161 173 157 143
ベンチャー 76 66 69 60 59 60 48 49 50 57
ローバー 35 27 25 35 30 32 35 33 34 32
　スカウト数 639 615 573 565 521 541 516 498 484 488
県　連 5 5 5 5 3 4 4 4 4 4
スカウトクラブ 5 5 2 4 4 2 3 2 2 2
　合　　計 1010 980 926 896 842 841 828 789 774 762

（増減） −22 −30 −54 −30 −54 −1 −13 −39 −15 −12

資　料

10年間の加盟員数の推移（岡山連盟）

令和5年度　継続登録申請時の登録状況 令和5年4月24日現在

令和5年5月25日現在

令和５年度
追加登録申請時の登録状況

（令和５年４月2４日現在）

BV CS BS VS RS 計 BV CS BS VS RS 計

1 岡山第４団 40 33 8 0 2 1 3 3 9 0 1 7 2 4 14 2 33 0

2 岡山第１７団 60 54 9 2 3 2 1 0 8 5 13 16 7 3 44 61 7

3 岡山第２３団 36 26 4 1 1 1 0 0 3 1 8 8 2 0 19 26 0

4 赤磐第２団 28 28 5 2 3 3 2 0 10 1 6 4 2 0 13 28 0

5 西大寺第１団 54 50 7 3 6 2 0 0 11 9 8 11 2 2 32 50 0

6 西大寺第５団 122 112 6 5 8 4 1 0 18 28 34 19 5 3 89 113 1

7 都窪第２団 100 90 5 3 3 6 0 0 12 10 32 25 7 5 79 96 6

8 津山第１団 55 54 4 2 4 2 2 0 10 7 9 10 7 7 40 54 0

9 倉敷第１４団 49 47 6 5 4 3 1 0 13 1 14 6 7 0 28 47 0

10 倉敷第１６団 20 15 5 0 4 0 0 0 4 2 5 0 0 2 9 18 3

11 児島第１団 10 11 5 0 2 1 0 0 3 0 1 2 0 0 3 11 0

12 総社第3団 22 21 3 2 2 1 1 0 6 3 4 4 2 0 13 22 1

13 玉野第１団 36 29 6 2 3 1 1 1 8 1 4 6 3 1 15 29 0

14 玉島第５団 39 43 4 3 3 5 2 0 13 8 7 8 3 0 26 43 0

15 浅口第１団 35 29 7 1 4 3 1 0 9 2 5 5 1 0 13 29 0

16 浅口第２団 24 22 5 3 3 2 0 0 8 3 3 2 1 0 9 22 0

17 浅口第３団 23 26 7 1 2 3 0 0 6 2 6 3 2 0 13 26 0

18 高梁第１団 11 9 2 0 0 0 1 2 3 0 0 0 1 3 4 9 0

19 新見第１団 37 36 8 1 1 4 1 1 8 4 4 7 3 2 20 36 0

4 4 4 4 0

805 739 106 36 58 44 17 7 166 87 164 143 57 32 483 2 757 18

BV CS BS VS RS 計 BV CS BS VS RS 計

（令和５年４月2４日現在）

令和
５年度
継続
登録

完了時

合計

No. 団名
令和
４

年度末

団委員
ｽｶｳﾄ
ｸﾗﾌﾞ

団名No.
令和
5年度
追加
登録

　　県県連連

合合　　　　　　計計

合計

令和
４

年度末

令和
５年度
継続
登録

完了時
団委員

スカウト
ｽｶｳﾄ
ｸﾗﾌﾞ

指導者

令和５年度

令和５年度

令和5年4月24日

令和
5年度
追加
登録

指導者 スカウト

令和4年度末の登録者数　822
令和5年度継続登録者数　761(県連役員4名含む）
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学年別スカウト分布状況 
令和5年4月24日現在

資　料

団 名 団コード 小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 高1 高2 高3 以上 スカウト計
岡山 第4団 33−00−01−004  0 0 0 1 0 2 1 3 1 2 0 0 4 14
岡山 第17団  33−00−01−017 1 4 4 6 3 6 2 5 3 3 3 1 3 44
岡山 第23団 33−00−01−023  0 1 0 4 4 5 2 0 1 1 0 1 0 19
赤磐 第2団 33−00−02−002  1 0 1 0 5 0 0 4 0 1 1 0 0 13
西大寺 第1団 33−00−03−001  3 6 2 4 2 2 5 1 3 0 2 0 2 32
西大寺 第5団 33−00−03−005  9 19 9 12 13 4 7 2 6 4 1 0 3 89
都窪 第2団 33−00−04−002  4 6 9 13 10 10 5 9 1 2 2 0 5 79
津山 第1団 33−00−06−001  1 6 0 5 4 1 1 2 6 2 4 0 7 40
倉敷 第14団 33−00−11−014  1 0 3 9 2 3 2 0 1 3 2 0 0 28
倉敷 第16団 33−00−11−016  1 1 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 2 9
児島 第1団  33−00−12−00 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 3
総社 第3団 33−00−13−003  0 3 1 3 0 0 1 3 0 0 1 0 0 13
玉野 第1団  33−00−14−001 0 1 2 2 0 3 2 0 1 0 0 0 1 15
玉島 第5団 33−00−15−005  5 3 2 4 1 5 0 2 1 2 1 0 0 26
浅口 第1団 33−00−21−001  0 2 4 0 1 3 1 1 0 0 1 0 0 13
浅口 第2団 33−00−21−002  0 3 0 3 0 0 0 0 2 0 1 0 0 9
浅口 第3団 33−00−21−003  2 0 3 1 2 0 1 0 2 0 2 0 0 13
高梁 第1団 33−00−22−001  0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 4
新見 第1団 33−00−23−001  2 2 2 2 0 0 1 4 2 1 1 0 2 20

岡山連盟  30 57 42 74 48 44 31 37 31 21 23 2 32 483
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日本ボーイスカウト岡山連盟

日本連盟維持会員の加入状況
（令和5年3月31日現在）

維持会員 No. 会員名 
33000026 岡本 耕治
33000029 金光 善行
33000030 岡崎　平
33000032 三宅 照正
33000044 板野 元次
33000047 ボーイスカウト都窪第２団
33000050 光畑 俊行
33000051 金光 浩道
33000054 土岐 隆信
33000059 森定　齋
33000062 山田 貞秀
33000063 吉永 啓介
33000071 脇本 富治
33000072 髙﨑 式子
33000083 ボーイスカウト倉敷第16団育成会
33000085 海老原 誠二
33000088 平井ビル株式会社
33000089 平井 清志
33000092 立間　勝
33000094 杉本 興一
33000096 中川 大輔
33000098 幡山 寛念
33000099 坪井 喜久太
33000100 岡本　猛
33000101 植中 和彦
33000104 横山 卓生
33000107 坪井 慈朗
33000109 西山 勝正
33000110 星山 正一
33000111 赤木 啓子
33000112 二宮 雄一
33000113 鈴木 利昭
33000116 廣田　裕
33000117 ボーイスカウト津山第1団 団委員会
33000118 見村 三吉
33000119 植田 充男
33000120 三宅 一正

岡山県ボーイスカウト振興財団会員
（令和5年3月17日現在）

個⼈会員
番号 氏名 会社名 
1 1 岡本 耕治 財団理事
2 2 坪井 喜久太 岡山連盟理事長
3 3 若狭  正吾 財団理事
4 4 星山  正一 西大寺第5団指導者
5 5 中藤  収 （株）玉島活版所会長
6 6 山田  貞秀 岡山第17団副団委員長
7 7 額田 教正 （株）中国銀行鴨方支店長
8 8 松田  久 財団理事長
9 9 光畑 俊行 財団評議員
10 10 胡本  昌則 （株）中国銀行金光支店長
11 11 金光 善行 財団常務理事
12 12 栗山 敦美 浅口市長の妻
13 13 原田 育秀 財団評議員長
14 14 幡山 寛念 岡山連盟理事
15 15 嶋田  寛 日本連盟名誉役員
16 16 瀧上 隆夫 チクバ胃腸科肛門科外科病院名誉院長
17 17 平井 清志 岡山連盟名誉会議議員
18 18 山本 直樹 財団評議員・司法書士
19 19 加藤 周子 財団理事
20 20 吉本 英明 （株）中国銀行 備中地区本部長
21 21 松田 正己 財団副評議員長
22 22 山田 實雄 財団評議員
23 23 小林 昭一 金光教西大寺教会長
24 24 岩﨑 道與 金光教教務総長

団体会員
番号  氏名・会社名 
25 1 （株）中国銀行　原田育秀専務 財団評議員長
26 2 （株）山下体育社　需品取扱店
27 3 （株）大本組 
28 4  岡山トヨペット（株）　末長範彦会長
29 5  JR西日本㈱岡山支社　営業課
30 6  両備ホールディングス（株）松田 久副会長 財団理事長
31 7  太陽電機工業（株）　兼信英雄会長 財団評議員
32 8  RSK山陽放送（株）　社長室
33 9  テレビせとうち（株） 
34 10 （株）山陽新聞社 松田正己社長 財団副評議員長
35 11 （株）伊澤洋行 

資　料
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令和5年度

年 次 総 会 
議案および資料

日時：令和5年6月25日（日）
場所：浅口市金光町大谷 金光教本部教庁

日本ボーイスカウト岡山連盟

救急章講習会
令和2年11月13日｜岡山市立御南西公民館

ウッドバッジ課題研修会・研究会
令和4年12月10日｜吉備津辛木神社

ボーイスカウト講習会
令和2年11月20日｜岡山市立福浜公民館

おかやまマラソン奉仕
令和3年11月13日｜岡山県総合グラウンド

全国防災キャラバン
令和4年11月23日｜イオンモール倉敷

スカウト顕彰会
２０22年8月21日

倉敷アイビースクエア


